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戦
時
下
に
お
け
る
映
画
雑
誌
文
化
の
諸
相　

一
九
四
一
年
の『
新
映
画
』を
中
心
に

（
一
）映
画
雑
誌
統
合
の
経
緯

一
九
三
九
年
の
映
画
法
施
行
を
契
機
に
、映
画
界
は
国
家
に
よ
る
統
制
と
指
導
の
強
化
に
直
面
し

た
。日
本
初
の
文
化
立
法
と
謳
わ
れ
た
映
画
法
は
、そ
の
第
一
条
に「
国
民
文
化
ノ
進
展
ニ
資
ス
ル

為
映
画
ノ
質
的
向
上
ヲ
促
シ
映
画
事
業
ノ
健
全
ナ
ル
発
達
ヲ
図
ル
」と
明
記
さ
れ
、従
来
の
検
閲
な

ど
に
よ
る
制
限
や
規
制
重
視
の
姿
勢
か
ら
、映
画
を
国
民
文
化
に
資
す
る
様
態
と
捉
え
、積
極
的
な

奨
励
や
育
成
へ
と
舵
を
切
り
、当
時
の
進
歩
的
な
映
画
人
の
意
欲
さ
え
も
取
り
込
ん
で
い
っ
た
。

こ
こ
で
い
う
映
画
界
と
は
、映
画
製
作
に
従
事
す
る
人
々
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、映

画
を
流
通
さ
せ
享
受
す
る
人
々
ま
で
も
含
ま
れ
て
い
る
。そ
し
て
、作
り
手
と
受
け
手
の
間
に
介
在

し
、国
民
の
意
識
に
訴
え
か
け
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
が
、映
画
出
版
業
者
、映
画
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
で
あ
る
と
い
え
る
。こ
の
小
論
で
は
、『
新
映
画
』と
い
う
一
雑
誌
の
、一
九
四
一
年
と
い
う
一
年

に
過
ぎ
な
い
が
、国
家
と
読
者
の
狭
間
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
、雑
誌
編
集
者
の
苦
闘
の
足
跡

を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

映
画
製
作
に
対
す
る
統
制
は
、ま
ず
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
性
の
強
い
ニ
ュ
ー
ス
映
画
各
社
が
、一
九
四
〇

年
に「
社
団
法
人 

日
本
ニ
ュ
ー
ス
映
画
社
」（
翌
年
に
一
部
の
記
録
映
画
会
社
も
吸
収
し「
社
団
法
人 

日
本
映
画
社
」に
改
組
）、一
九
四
二
年
に
劇
映
画
が
松
竹
、東
宝
の
既
存
二
社
に
加
え
、新
た
に
大

日
本
映
画
製
作
株
式
会
社（
略
称「
大
映
」）が
誕
生
し
、既
存
の
十
社
が
三
社
に
統
合
さ
れ
た
。配
給

に
関
し
て
は
、一
九
四
二
年
に
各
社
の
配
給
部
門
や
独
立
の
配
給
業
者
が「
社
団
法
人 

映
画
配
給
社
」

に
一
元
化
さ
れ
た
。こ
れ
ら
製
作・配
給
機
関
の
統
制
と
並
行
し
歩
調
を
合
わ
せ
る
形
で
、映
画
雑
誌

の
統
合
も
一
九
四
〇
年
か
ら
四
一
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。こ
れ
ま
で
あ
ま
り
詳
し
く
振
り
返
ら
れ

る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
映
画
雑
誌
の
統
合
に
つ
い
て
、『
日
本
映
画
年
鑑 

昭
和
十
六
年
度
版
』（
大
同

社
、一
九
四
一
年
七
月
、巻
末
）に
あ
る「
映
画
通
信・新
聞・雑
誌
」欄
の
記
述
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

少
し
詳
し
く
み
て
み
た
い
。

ま
ず
一
九
四
〇
年
十
月
に
、出
版
事
業
を
管
轄
す
る
内
務
省
図
書
課
企
画
係
よ
り
、時
局
下
の〈
物

資
節
約
と
言
論
統
一
の
建
前
〉か
ら
映
画
雑
誌
の
出
版
業
者
に
対
し
て
、一
社
か
ら
は
一
種
類
の
み
発

行
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
旨
、通
達
さ
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
雑
誌
と
通
信
を
発
行
し
て
い
た
国
際
映
画

通
信
社（
社
長
は
市
川
彩
）は
、旬
刊
の
映
画
雑
誌『
国
際
映
画
新
聞
』（
一
九
二
七
年
七
月
二
〇
日
号

創
刊
）を
廃
刊
し
、『
国
際
映
画
通
信
』と
い
う
通
信
の
み
を
残
し
た
。同
じ
く
演
芸
日
報
社（
社
長
は

松
野
信
太
郎
）は
月
刊
誌『
演
芸
日
報 

ば
ら
え
て
』を
廃
刊
し
、通
信
だ
け
を
残
し
た
と
さ
れ
、こ
の
社

の
よ
う
に
映
画
も
含
む
音
楽
芸
能・演
芸
分
野
の
雑
誌
は
映
画
記
事
を
扱
わ
な
く
な
っ
た
例
も
あ
る
。

新
聞
社
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
映
画
雑
誌
二
誌
は
と
も
に
廃
刊
に
な
っ
た
。朝
日
新
聞
社
か
ら
出
て

い
た
月
刊
誌『
映
画
朝
日
』は
一
九
四
〇
年
十
月
号
を
も
っ
て
廃
刊
さ
れ
た
が
、そ
の
歴
史
は
古
く
創

刊
は
一
九
二
四
年
九
月
号
の『
映
画
と
演
芸
』に
さ
か
の
ぼ
る（『
映
画
朝
日
』へ
の
改
題
は
一
九
三
八

年
六
月
号
）。東
京
日
日
新
聞
社
か
ら
出
さ
れ
て
い
た『
映
画
と
レ
ヴ
ュ
ー
』（
一
九
三
六
年
五
月
号
創

刊
）も『
映
画
朝
日
』と
同
じ
一
九
四
〇
年
十
月
に
廃
刊
さ
れ
た
。な
お
大
阪
毎
日
新
聞
社
か
ら
は
朝

日
新
聞
社
と
同
じ
一
九
二
四
年
九
月
に
映
画
と
演
劇
を
扱
っ
た
雑
誌『
芝
居
と
キ
ネ
マ
』を
創
刊
し
て

お
り
、二
大
新
聞
社
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
映
画
雑
誌
は
、奇
し
く
も
創
刊
と
廃
刊
が
同
じ
年
と
な
っ
た
。

主
に
外
国
映
画
ス
タ
ー
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
や
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
を
製
造
販
売
し
て
い
た
春
美
栄
光
堂（
代

表
は
春
美
栄
三
）か
ら
出
さ
れ
て
い
た
全
ペ
ー
ジ
銅
版
ア
ー
ト
紙
使
用
の
外
国
映
画
専
門
グ
ラ
フ
誌

『
ス
ク
リ
ー
ン・ピ
ク
ト
リ
ア
ル SCREEN PICTORIAL

』（
一
九
三
一
年
一
月
創
刊
）が
廃
刊
と
な
っ

た
。誌
名
に
欧
文
表
記
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
も
出
版
を
困
難
に
さ
せ
た
要
因
と
思
わ
れ
る
。た
だ
、

在
庫
の
流
通
ま
で
は
制
限
さ
れ
て
お
ら
ず
、雑
誌
統
合
以
後
の『
新
映
画
』一
九
四
一
年
一
月
創
刊
号

に
も
春
美
栄
光
堂
の
広
告
が
出
て
お
り
、グ
レ
タ・ガ
ル
ボ
を
表
紙
に
し
た『SCREEN PICTORIAL

』

第
十
号
は「
当
分
出
版
不
可
能
の
外
国
映
画
専
門
画
報
誌
！
」「
鮮
明
美
麗
無
比
の
豪
華
版
！
」と
喧
伝

さ
れ
、ダ
ニ
エ
ル・ダ
リ
ュ
ー
を
原
色
十
度
刷
の
表
紙
に
し
た『STAR CALENDAR

』特
選
一
九
四
一

年
版
は「
果
然
大
評
判
!!
物
凄
い
売
れ
行
き
！ 

何
れ
も
増
刷
出
来
！
」と
告
知
さ
れ
て
お
り
、雑
誌

統
制
を
す
り
抜
け
た
在
庫
処
理
や
単
行
本
扱
い
の
カ
レ
ン
ダ
ー
出
版
を「
御
申
込
は
お
早
く
」と
宣

伝
し
て
い
る
。同
じ
く
グ
ラ
ビ
ア
中
心
の
国
際
情
報
社（
社
長
は
石
原
俊
明
）発
行
の『
映
画
情
報
』

（
一
九
二
八
年
一
月
創
刊
）は
早
く
も
前
年
の
一
九
三
九
年
十
二
月
号
を
も
っ
て
休
刊
と
な
っ
た
。

複
数
の
映
画
雑
誌
を
発
行
し
て
い
た
有
力
出
版
社
の
映
画
世
界
社（
社
長
は
橘
弘
一
郎
）と
豊
国

社（
社
長
は
高
田
俊
郎
）が
、そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ジ
オ
雑
誌
を
終
刊
し
た
。映
画
世
界
社
は
、一
九
二
二

年
に
ス
タ
ジ
オ
雑
誌
の
パ
イ
オ
ニ
ア『
蒲
田
』（
七
月
創
刊
）を
出
し
て
以
来
、松
竹
の
撮
影
所
が



蒲
田
か
ら
大
船
に
移
転
し
た
の
を
機
に（
一
九
三
六
年
一
月
）誌
名
を
改
題
し
た『
オ
ー
ル
松
竹
』

が
、一
九
四
〇
年
十
月
号
を
も
っ
て
終
わ
り
を
告
げ
、足
掛
け
十
九
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。豊

国
社
は
、一
九
三
〇
年
八
月
に
フ
ァ
ン
雑
誌
の『
日
活
』と『
松
竹
』を
華
々
し
く
同
時
に
創
刊
し
、

一
九
三
八
年
六
月
に
は
新
興
キ
ネ
マ
の
機
関
誌『
新
興
』を
創
刊
す
る
な
ど
、邦
画
各
社
の
フ
ァ
ン
雑

誌
を
手
広
く
発
行
し
て
い
た
が
、一
九
四
〇
年
に
入
っ
て
姿
を
消
し
た（
詳
し
い
終
刊
月
は
不
詳
）。

こ
の
ほ
か
に
も
、一
九
四
〇
年
十
月
の
内
務
省
の
通
達
の
前
後
で
、「
百
に
近
い
」（『
日
本
映
画
年
鑑 

昭
和
十
六
年
度
版
』の
内
務
省
の
調
査
に
よ
る
）映
画
雑
誌
が
自
主
的
な
休
廃
刊
を
選
択
し
た
。そ
し

て
、次
に
挙
げ
る
十
三
社（
十
四
誌
）が
集
ま
っ
て
、統
合
に
対
応
す
る
た
め
の
会
合
を
も
っ
た
。（ 

）

内
は
当
該
雑
誌
の
創
刊
年
月
と
社
を
代
表
し
て
会
合
に
参
加
し
た
人
名
で
あ
る（
人
名
は
今
村
三
四

夫『
日
本
映
画
文
献
史
』鏡
浦
書
房
、一
九
六
七
年
、一
七
四
ペ
ー
ジ
に
よ
る
）。

文
化
映
画
協
会『
文
化
映
画
』（
一
九
三
八
年
一
月・佐
々
元
十
）

芸
術
映
画
社『
文
化
映
画
研
究
』（
一
九
三
八
年
三
月・稲
村
喜
一
）

日
本
映
画
技
術
協
会『
映
画
と
技
術
』（
一
九
三
五
年
一
月・島
崎
清
彦
）

映
写
技
術
協
会『
映
写
技
術
』（
一
九
三
八
年
十
一
月・帰
山
教
正
）

大
塩
書
林『
映
画
界
』（
一
九
三
八
年
七
月・今
村
太
平
）

映
画
評
論
社『
映
画
評
論
』（
一
九
二
五
年
五
月・寺
崎
広
載
）

キ
ネ
マ
旬
報
社『
キ
ネ
マ
旬
報
』（
一
九
一
九
年
七
月・田
中
三
郎
）

豊
国
社『
キ
ネ
マ
』（
一
九
二
六
年
四
月・今
村
三
四
夫
）

新
映
画
社『
新
映
画
』（
一
九
三
一
年
五
月・南
部
圭
之
助
）

ス
タ
ア
社『
ス
タ
ア
』（
一
九
三
三
年
六
月・南
部
圭
之
助
）

映
画
と
音
楽
社『
映
画
と
音
楽
』（
一
九
三
七
年
九
月・菅
貞
義
）

シ
ナ
リ
オ
研
究
十
人
会『
シ
ナ
リ
オ
研
究
』（
一
九
三
七
年
五
月・北
川
冬
彦
）

映
画
世
界
社『
映
画
之
友
』（
一
九
三
一
年
一
月・橘
弘
一
郎
）『
映
画
フ
ァ
ン
』（
一
九
三
六
年
五
月
）

こ
れ
ら
十
三
社
は
映
画
雑
誌
新
体
制
準
備
会
を
結
成
し
、十
月
二
十
四
日
に
内
務
省
に
答
申
案
を

提
出
、二
十
九
日
に
当
局
よ
り
裁
定
を
伝
達
さ
れ
た
。そ
れ
に
よ
る
と
、映
画
雑
誌
同
業
組
合
は「
日

本
映
画
雑
誌
協
会
」（
東
京
市
麴
町
区
内
幸
町
二
丁
目
二
番
地
＝
旧
キ
ネ
マ
旬
報
社
の
住
所
）を
組
織

し
、二
つ
の
株
式
会
社
、映
画
日
本
社
と
映
画
出
版
社
を
設
立
、従
来
の
雑
誌
は
一
九
四
〇
年
末
を

も
っ
て
全
て
廃
刊
し
、次
の
七
誌
を
一
九
四
一
年
一
月
よ
り
新
た
に
創
刊
す
る
運
び
と
な
っ
た
。「
キ

ネ
マ
」「
ス
タ
ア
」な
ど
の
外
来
語
を
誌
名
に
冠
し
た
も
の
は
許
さ
れ
ず
、同
じ
誌
名
で
も
旧
来
の
編
集

方
針
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、新
体
制
に
向
け
て
の
手
探
り
の
船
出
と
な
っ
た
。

映
画
日
本
社

『
映
画
評
論
』月
刊
、評
論
誌（
発
行
人・寺
崎
広
載
）

『
映
画
之
友
』月
刊
、一
般
鑑
賞
紹
介
誌（
発
行
人・大
黒
東
洋
士
）

『
文
化
映
画
』月
刊
、文
化
映
画
誌（
発
行
人・佐
々
木
高
成
＝
佐
々
元
十
）

『
映
画
研
究
』季
刊
、シ
ナ
リ
オ
及
び
研
究
誌（
発
行
人・上
田
定
徳
＝
滋
野
辰
彦
）

映
画
出
版
社

『
映
画
旬
報
』旬
刊
、当
業
誌（
発
行
人・田
中
三
郎
）

『
新
映
画
』月
刊
、高
級
鑑
賞
紹
介
誌（
発
行
人・鮫
島
威
男
）

『
映
画
技
術
』月
刊
、映
画・映
写
技
術
誌（
発
行
人・帰
山
教
正
）

二
社
の
重
役
は
、各
誌
の
発
行
者
を
中
心
と
し
て
、以
下
の
通
り
。

映
画
日
本
社（
東
京
市
麴
町
区
永
田
町
二
丁
目
）

専
務
取
締
役
社
長
＝
橘
弘
一
郎
、常
務
取
締
役
＝
高
田
俊
郎
、取
締
役
＝
山
本
幸
太
郎（
山
本
緑

葉 

キ
ネ
マ
旬
報
社
同
人
）・小
野
卓
爾・近
藤
三
代
三（
今
村
三
四
夫
）、監
査
役
＝
橘
正
治（
映
画
世
界

社
）・荒
木
誠
太
郎（
南
部
圭
之
助
）

映
画
出
版
社（
東
京
市
麴
町
区
有
楽
町
二
丁
目
三
番
地
）

取
締
役
社
長
＝
高
田
俊
郎
、専
務
取
締
役
＝
荒
木
誠
太
郎（
南
部
圭
之
助
）、常
務
取
締
役
＝
鮫
島

威
男
、取
締
役
＝
清
水
千
代
太（
キ
ネ
マ
旬
報
社
同
人
）・後
藤
藤
五
郎（
旧
新
映
画
社
社
長
）、監
査
役

＝
橘
弘
一
郎・松
本
英
一（
筈
見
恒
夫
）

両
社
の
相
談
役
を『
キ
ネ
マ
旬
報
』創
刊
時
の
同
人
の
ひ
と
り
で
キ
ネ
マ
旬
報
社
社
長
の
田
中
三
郎

が
務
め
た
。日
本
映
画
界
の「
羅
針
盤
」と
い
わ
れ
、業
界
を
牽
引
し
て
き
た
業
界
誌『
キ
ネ
マ
旬
報
』

を
廃
刊
す
る
決
意
を
も
っ
て
、業
界
再
編
に
望
ん
だ
田
中
の
尽
力
が
な
け
れ
ば
、映
画
雑
誌
の
統
合
も

さ
ら
に
厳
し
い
も
の
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。し
か
し
当
時
の
映
画
雑
誌
統
合
に
向
け
ら
れ
た
冷
や
や

か
な
眼
も
存
在
し
た
。た
と
え
ば
体
制
寄
り
の『
公
論
』と
い
う
総
合
雑
誌
の
一
九
四
〇
年
十
二
月
号

に
は「
雑
誌
界
で
は
映
画
雑
誌
が
官
僚
統
制
の
第
一
歩
と
し
て
先
づ
手
を
着
け
ら
れ
た
が
、二
拾
余
種



が
廃
刊
届
を
出
し
た
の
み
で
、色
々
そ
の
後
の
経
営
方
法
で
紛
糾
し
て
い
る
。〔
中
略
〕兎
に
角
こ
の

統
制
問
題
で
は
ボ
ス
的
人
物
が
真
に
我
身
を
犠
牲
に
し
て
、粉
骨
砕
身
せ
ね
ば
、う
ま
く
行
く
ま
い
。

甘
く
、幼
稚
で
あ
っ
た
映
画
雑
誌
よ
、時
代
に
目
醒
め
よ
」（
二
六
六
ペ
ー
ジ
）と
、時
代
に
そ
ぐ
わ
な

い
商
業
主
義
優
先
の
体
質
が
槍
玉
に
あ
が
っ
た
。当
時
、こ
の
顛
末
に
編
集
者
、経
営
陣
と
し
て
立

ち
会
っ
た
今
村
三
四
夫
は
、後
年
、『
日
本
映
画
文
献
史
』（
鏡
浦
書
房
、一
九
六
七
年
）の
中
で
、そ
の

衝
撃
の
ほ
ど
を
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。

〈
映
画
雑
誌
の
統
合
が
官
庁
か
ら
通
達
さ
れ
る
前
の
動
揺
は
筆
紙
に
つ
く
せ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

永
年
映
画
刊
行
物
の
発
行
に
従
事
し
た
も
の
も
、映
画
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
に
の
み
生
活
し
て

い
た
も
の
も
一
朝
に
し
て
そ
の
仕
事
を
失
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。「
ど
の
社
は
助
か
る
」と

か「
ど
の
誌
は
潰
さ
れ
る
」と
い
う
流
言
が
通
達
の
前
か
ら
乱
れ
と
び
、別
の
仕
事
が
あ
る
と
こ
ろ
は

「
発
展
的
解
消
」と
い
う
当
時
流
行
の
言
葉
を
用
い
て
自
主
廃
刊
し
た
。遂
に
出
頭
命
令
が
来
た
。話

の
要
点
は
、戦
争
の
重
大
さ
、紙
の
節
約
、映
画
雑
誌
の
如
き
不
急
不
要
の
刊
行
物
の
氾
濫
を
取
締
る

の
が
目
的
で
あ
る
と
述
べ
、社
の
事
情
は
申
訳
け
的
に
聴
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。政
府
と
し
て

は
廃
刊
さ
せ
る
と
い
う
強
制
手
段
は
と
ら
な
い
。然
し
現
在
の
ま
ま
で
置
く
と
い
う
訳
に
は
い
か
な

い
。同
業
者
と
話
し
合
っ
て
意
見
を
ま
と
め
て
申
出
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
、と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。〉（
一
七
三
〜
一
七
四
ペ
ー
ジ
、一
部
要
約
）

し
か
し
こ
の
よ
う
な
雑
誌
業
者
の
苦
渋
の
選
択
を
尻
目
に
、発
行
を
続
け
て
い
た
雑
誌
が
あ
っ
た
。

映
画
国
策
遂
行
と
映
画
法
制
定
を
視
野
に
一
九
三
五
年
十
一
月
に
、財
団
法
人
大
日
本
映
画
協
会
が

官
民
合
同
の
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
、翌
一
九
三
六
年
四
月
に
機
関
誌『
日
本
映
画
』が
創
刊
さ
れ

た
。創
刊
号
の
奥
付
を
み
る
と
、大
日
本
映
画
協
会
は
東
京
市
麴
町
区
外
桜
田
町
一
の
内
務
省
警
保

局
警
務
課
内
に
あ
り
、発
売
元
は
文
芸
春
秋
社
で
あ
る
。創
刊
号
の
巻
頭
言
は
文
芸
春
秋
社
社
長
の

菊
池
寛
が
書
い
て
い
る
。し
か
し
官
庁
色
の
強
い
固
い
雑
誌
で
は
な
く
、大
衆
向
け
の
適
度
に
娯
楽

色
を
散
り
ば
め
た
読
み
物
主
体
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
出
自
と
来
歴
の
た
め
、『
日
本

映
画
』は
雑
誌
統
制
の
埒
外
に
置
か
れ
た
。

ま
た
、映
画
会
社
各
社
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
宣
伝
雑
誌
、例
え
ば
東
宝
か
ら
出
さ
れ
て
い
た『
東

宝
』『
エ
ス
エ
ス
』、東
宝
映
画
の『
東
宝
映
画
』や
、新
興
キ
ネ
マ
の『
新
興
キ
ネ
マ
』、日
活
の『
日
活

画
報
』な
ど
が
合
同
し
て『
映
画
』と
い
う
月
刊
誌
が
、一
九
四
一
年
一
月
に
、ほ
か
の
統
合
雑
誌
と

歩
調
を
合
わ
せ
て
創
刊
さ
れ
た
。発
行
の
母
体
は
、一
九
四
〇
年
二
月
に
、映
画
新
体
制
に
応
じ
て

結
成
さ
れ
た
大
日
本
映
画
事
業
聯
合
会
で
、松
竹
、東
宝
映
画
、日
活
、新
興
キ
ネ
マ
、大
都
映
画
、大

宝
映
画
、南
旺
映
画
、東
京
発
声
、全
勝
映
画
な
ど
の
劇
映
画
の
各
社
を
含
め
た
二
十
一
社
よ
り
な
る

業
界
団
体
で
あ
っ
た
。こ
れ
に
は
、老
舗
の
松
竹
と
覇
権
を
争
う
、ト
ー
キ
ー
以
降
の
新
興
勢
力
で
あ

る
東
宝
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
対
立
や
、業
績
不
振
の
日
活
を
め
ぐ
る
内
紛
に
か
ら
ん
だ
合
併
騒
ぎ
な
ど
、競

争
原
理
で
混
乱
を
き
た
す
映
画
業
界
側
の
大
同
団
結
を
意
味
し
て
お
り
、生
フ
ィ
ル
ム
の
割
当
制
限

に
端
を
発
し
た
製
作
本
数
の
削
減
に
対
す
る
業
界
側
の
防
衛
措
置
で
も
あ
っ
た
。

（
二
）『
新
映
画
』一
九
四
一
年
に
み
る
編
集
者
の
苦
闘

怒
涛
の
船
出
に
み
え
る『
新
映
画
』の
創
刊
、そ
の
編
集
部
の
陣
容
は
、南
部
圭
之
助
と
清
水
千
代
太

を
中
心
に
、藤
井
田
鶴
子
、松
村
武
夫
、加
藤
愛（
加
藤
愛
子
）、岡
俊
雄
、松
木
英
一
で
、写
真
部
に
西

田
俊
造
と
い
う
体
制
で
あ
っ
た
。同
じ
く
映
画
鑑
賞
紹
介
誌
と
し
て『
新
映
画
』と
同
時
に
創
刊
さ
れ

た『
映
画
之
友
』に
は
、「
創
刊
に
あ
た
っ
て
」と
い
う
文

章
が
発
行
元
で
あ
る
映
画
日
本
社
名
義
で
告
知
さ
れ
た

が
、『
新
映
画
』に
は
い
わ
ゆ
る「
創
刊
の
辞
」は
載
ら
な

か
っ
た
。『
新
映
画
』創
刊
号
の
目
次
ペ
ー
ジ
に
は
、〈
健

全
な
娯
楽
性
と
豊
か
な
指
導
精
神
を
持
っ
た
万
人
向
き

の
映
画
雑
誌
〉と『
映
画
之
友
』の
広
告
が
で
て
い
る
が

（
統
合
前
の『
新
映
画
』一
九
四
〇
年
十
二
月
号
の
折
込

広
告
に
は
、旧『
ス
タ
ア
』『
新
映
画
』『
映
画
之
友
』の
愛

読
者
は
知
識
人
向
き
の『
新
映
画
』、旧『
映
画
フ
ァ
ン
』

『
キ
ネ
マ
』の
愛
読
者
は
一
般
人
向
き
の『
映
画
之
友
』

と
い
う
区
別
は
あ
っ
た
が
）、『
新
映
画
』の
編
集
方
針

も〈
娯
楽
性
と
指
導
精
神
〉と
い
う
二
つ
の
柱
に
変
わ
り

は
な
い
。

南
部
圭
之
助
は「
創
刊
号
編
輯
を
終
っ
て
」と
題
す

る
編
集
後
記
で
、巻
頭
言
な
ど
の
創
刊
の
抱
負
を
述
べ

な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、今
後
の
各
号
の
誌
面
に
お

い
て
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
い
く
と
し
て
い
る
が
、実

際
に
は「
新
し
い
雑
誌
の
編
輯
と
同
時
に
、二
つ
の
企
業



体
か
ら
出
発
す
る
七
種
の
映
画
雑
誌
の
統
合
問
題
で
こ
こ
ひ
と
月
は
日
曜
な
し
で
十
二
時
ぶ
っ
通

し
で
あ
っ
た
。手
も
足
り
な
か
っ
た
が
、そ
ん
な
こ
と
か
ら
、当
然
出
来
る
企
画
で
、手
が
の
び
ず
に

や
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
沢
山
あ
っ
て
残
念
で
あ
っ
た
」と
い
う
編
集
現
場
の
非
常
事
態
が
、正
直

な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
こ
の
正
直
さ
こ
そ
が
、南
部
圭
之
助
に
編
集
さ
れ
た『
新

映
画
』と
い
う
戦
時
下
の
雑
誌
を
特
長
づ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。〈
指
導
性
〉と
い
う
国
家
の
要
請
と
、

〈
娯
楽
性
〉と
い
う
読
者
の
要
望
の
狭
間
で
、と
も
す
れ
ば
相
反
す
る
嗜
好
性
の
綱
引
き
に
翻
弄
さ
れ

な
が
ら
、雑
誌
編
集
の
ベ
テ
ラ
ン・南
部
圭
之
助
の
プ
ラ
イ
ド
が
、多
様
な
誌
面
を
構
成
し
て
い
っ
た
。

そ
の
試
行
錯
誤
の
痕
跡
こ
そ
が
、逆
に
当
時
の
文
化
状
況
の
全
体
像
や
空
気
感
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

て
く
れ
る
。

（
１
）表
紙
と
グ
ラ
ビ
ア

表
紙
は
雑
誌
の
顔
で
あ
り
、特
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
に
重
き
を
置
い
た
映
画
雑
誌
に
お
い
て
は
尚
更

で
あ
る
。こ
れ
ま
で
南
部
圭
之
助
が
手
が
け
て
き
た『
新
映
画
』や『
ス
タ
ア
』で
も
、外
国
映
画
を
紹

介
す
る
と
い
う
雑
誌
の
性
格
上
、表
紙
は
主
に
外
国
映
画
の
女
優
の
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
が
大
半
で
あ
っ

た
。画
家
の
伊
藤
龍
雄
が
描
く
柔
ら
か
な
パ
ス
テ
ル
調
の
女
優
の
表
紙
絵
は
、ま
さ
に
雑
誌
の
顔
と

い
う
に
相
応
し
い
。裏
表
紙
に
は
カ
ラ
ー
図
版
で
映
画
の
広
告
が
入
る
こ
と
が
多
い
が
、野
口
久
光

が
描
く
東
和
商
事
配
給
の
映
画
ポ
ス
タ
ー
と
、伊
藤
龍
雄
の
表
紙
絵
が
、欧
米
映
画
の
文
化
の
香
り

漂
う
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
、好
対
照
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、外
国
映
画
の
公
開
が
制
限
さ
れ
た
新
体
制
以
後
は
、事
情
が
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。

『
映
画
之
友
』創
刊
号
が
李
香
蘭（
東
宝
映
画『
熱
砂
の
誓
ひ
』よ
り
）を
も
っ
て
き
た
の
に
対
し
、『
新

映
画
』は『
戸
田
家
の
兄
妹
』（
松
竹
）の
出
演
女
優・坪
内
美
子
と
高
峰
三
枝
子
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
を

配
し
た
。こ
れ
は
映
画
の
宣
伝
ス
チ
ル
で
は
な
く
、監
督
の
小
津
安
二
郎
が
自
ら
構
図
を
演
出
し
、雑

誌
写
真
部
の
西
田
俊
造
が
特
写
し
た
も
の
だ
っ
た
。小
津
は
当
時
の
映
画
監
督
に
は
珍
し
く
宣
伝
ス

チ
ル
に
関
し
て
も
独
自
の
美
意
識
で
責
任
を
も
ち
、映
画
と
の
統
一
感
に
気
を
く
だ
い
て
い
た
。し

か
し
こ
う
し
た
試
み
は
、製
版
な
ど
の
技
術
的
な
面
も
あ
り
、そ
の
後
は
伊
藤
龍
雄
の
描
く
女
優
の

表
紙
に
戻
っ
て
い
っ
た
号
も
あ
る（
七
月
号
は
ド
イ
ツ
映
画『
誓
ひ
の
休
暇
』の
女
優
）。

五
月
号
の
巻
頭
言「
演
出
者
と
ス
チ
ル
の
問
題
」（
無
署
名
だ
が
筆
者
は
南
部
圭
之
助
と
思
わ
れ
る
）

は
、表
紙
に
次
い
で
映
画
雑
誌
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
を
担
っ
て
い
る
口
絵
や
グ
ラ
ビ
ア・ペ
ー
ジ
の
問

題
点
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
て
い
る
。誌
面
の
三
分
の
一
を
占
め
る
グ
ラ
ビ
ア・ペ
ー
ジ
は
、雑
誌

の
特
色
を
左
右
す
る
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
が
、統
制
後
の
雑
誌
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が
要
請

さ
れ
た
。行
き
過
ぎ
た
ス
タ
ー・シ
ス
テ
ム
へ
の〈
警
戒
的
措
置
〉か
ら
、映
画
俳
優
の
私
生
活
を
載
せ

る
こ
と
が
原
則
的
に
禁
止
さ
れ
た
。ス
タ
ー
を
神
格
化
し
た
り
、そ
の
私
生
活
も
含
め
た
ゴ
シ
ッ
プ

記
事
を
書
き
立
て
る
こ
と
が
、戦
時
下
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。そ
の
制
限
は
、

映
画
作
品
に
関
連
し
な
い
、単
独
の
俳
優
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
に
も
及
ん
だ
。創
刊
号
で
は
撮
影
監
督
の

三
村
明
が
俳
優
の
顔
を
ア
ン
グ
ル
と
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
分
析
し
た「
フ
ォ
ト
ヂ
ェ
ネ
ッ
ク・ク
ウ
オ

リ
テ
ィ
」を
、八
月
号
で
は「
心
理
的
に
処
理
さ
れ
る
照
明
」と
い
う
田
中
敏
男
の
技
術
論
を
例
証
す

る
形
で
、オ
リ
ヴ
ィ
ア・デ・ハ
ヴ
ィ
ラ
ン
ド
、三
宅
邦
子
、木
暮
実
千
代
の
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
を
使
っ
た
。

九
月
号
の「
俳
優
と
身
長
」で
は
四
ペ
ー
ジ
に
渉
っ
て
二
十
人
の
男
女
優
の
全
身
像
を
配
列
し
、次
頁

の「
夏
の
鍛
錬
」で
は
私
生
活
と
は
い
え
心
身
鍛
練
に
励
む
俳
優
、水
泳
を
す
る
田
中
絹
代
、乗
馬
姿

の
木
暮
実
千
代
、弓
道
を
た
し
な
む
大
河
内
傳
次
郎
の
ス
ナ
ッ
プ
を
載
せ
、十
月
号
の「
女
優
の
養
成

基
礎
地
」で
は〈
時
局
下
に
最
も
厄
介
視
さ
れ
た
少
女
歌
劇
や
レ
ビ
ュ
ー
〉出
身
者
と
但
し
書
き
を
付

け
て
女
優
一
覧
を
載
せ
る
な
ど
、制
限
の
逆
手
を
と
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
や
工
夫
を
凝
ら

し
て
い
っ
た
。

（
２
）指
導
的
な
言
説
と
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ

創
刊
号
の
巻
頭
論
文
は
、川
喜
多
長
政
の「
映
画
国
防
論
」と
タ
イ
ト
ル
は
勇
ま
し
い
が
、次
号
に

渉
っ
て
、ド
イ
ツ
、ソ
連
、イ
タ
リ
ア
、フ
ラ
ン
ス
、ア
メ
リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
、中
国
と
、各
国
の
映
画
宣

伝
と
統
制
の
実
際
を
概
観
し
た
も
の
で
、日
本
の
立
ち
後
れ
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。次
の
津
村

秀
夫
の「
映
画
の
方
向
」も
二
回
に
渉
っ
た
大
論
文
で
あ
る
。津
村
は
朝
日
新
聞
社
の
記
者
と
し
て
Ｑ

の
筆
名
で
映
画
評
を
書
き
、名
を
な
し
た
映
画
評
論
家
で
、『
新
映
画
』に
も
こ
の
あ
と
座
談
会「
国
策

映
画
と
諸
問
題
」（
五
月
号
）、「
支
那
大
陸
と
お
夏
狂
乱
」（
六
月
号
）、「
国
策
映
画
と
国
民
映
画
」（
九
月

号
）、「
映
画
界
の
歴
史
的
革
新
」（
十
月
号
）と
巻
頭
論
文
に
準
ず
る
文
章
を
発
表
し
、戦
時
下
の
イ
デ

オ
ロ
ー
グ
と
し
て
映
画
批
評
界
に
指
導
力
を
発
揮
し
た
。そ
の
筆
法
は
、映
画
界
の
商
業
主
義
的
な

無
秩
序
や
大
衆
へ
の
迎
合
を
厳
し
く
断
罪
し
た
も
の
で
、恋
愛
映
画
や
小
市
民
映
画
な
ど
に
み
ら
れ

る
個
人
主
義
を
解
消
し
、個
人
を
国
家
と
一
体
化
す
べ
き
も
の
と
捉
え
、そ
の
意
志
の
力
を
称
揚
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。国
家
に
よ
る
映
画
統
制
も
、企
業
を
束
縛
す
る
も
の
で
は
な
く
、企
業
を
国
家
目
的

に
そ
っ
て
善
導
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。こ
れ
ら
の
論
文
は
他
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
も
含
め
て『
映

画
政
策
論
』（
中
央
公
論
社
、一
九
四
三
年
）や『
映
画
戦
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
四
四
年
）に
ま
と
め
ら



れ
た
。エ
ッ
セ
イ
風
の「
支
那
大
陸
と
お
夏
狂
乱
」で
指
弾
し
た
、愚
劣
さ
や
醜
態
に
対
す
る
潔
癖
な

嫌
悪
感
は
一
種
恐
ろ
し
く
も
あ
る
が
、文
化
映
画
の
監
督
に
転
身
し
た
キ
ャ
メ
ラ
マ
ン
の
三
木
茂
ら

が
参
加
し
た「
柳
田
国
男
氏
を
囲
ん
で 

文
化
映
画
と
民
俗
学
」（
三
月
号
）と
題
す
る
座
談
会
を
斡
旋

し
た
こ
と
や
、小
津
安
二
郎
と
小
説
家
の
里
見
弴
と
が
初
顔
合
わ
せ
を
し
た
こ
と
で
有
名
な
座
談
会

「
戸
田
家
の
兄
妹
・
検
討
」（
四
月
号
）、監
督
の
島
津
保
次
郎
を
追
及
す
る
が
ご
と
く
じ
っ
く
り
と
対

談
し
た「
作
品
検
討 
白
鷺
」（
六
月
号
）な
ど
、『
新
映
画
』を
指
導
的
な
言
説
で
リ
ー
ド
し
た
。

北
川
冬
彦
の「
映
画
に
於
け
る
詩
精
神
の
昂
揚
」（
創
刊
号
）や
、筈
見
恒
夫
の「
日
本
映
画
の
伝
統
」

（
六
月
号
〜
七
月
号
）も
、〈
政
治
と
芸
術
が
一
如
〉に
な
っ
た
国
家
の
非
常
時
に
あ
る
べ
き
日
本
映
画

の
姿
を
訴
え
、静
的
な
伝
統
か
ら
行
動
と
意
志
の
力
に
満
ち
た
日
本
映
画
の
創
出
を
、映
画
史
の
発

展
を
た
ど
り
歴
史
的
に
位
置
づ
け
た
論
考
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、そ
う
し
た
表
の
顔
と
も
い
う
べ
き
正
論
の
一
方
で
、『
新
映
画
』の
誌
面
で
は
映
画
作
り

の
妙
味
も
伝
え
続
け
た
。松
竹
の
ベ
テ
ラ
ン
監
督
で
あ
る
清
水
宏
は
、ス
タ
ー
よ
り
子
ど
も
と
自
然

を
愛
し
た〈
実
写
精
神
〉で
独
自
な
作
風
を
築
い
た
が
、親
友
で
も
あ
る
映
画
批
評
家
の
岸
松
雄
は

「
清
水
宏
の
演
出
手
法
に
つ
い
て
」（
三
月
号
〜
四
月
号
）に
お
い
て
、清
水
映
画
の
構
図
や
キ
ャ
メ
ラ

移
動
の
秘
密
を
丁
寧
に
分
析
し
て
み
せ
た
。こ
の
よ
う
な
映
画
技
法
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
た
考
察

は
、文
学
評
論
追
従
に
毒
さ
れ
た
映
画
批
評
を
嫌
っ
て
い
た
南
部
圭
之
助
の
慫
慂
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。漫
画
家
の
清
水
崑
は
、八
月
号
の
巻
頭
言
で
清
水
宏
の
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
と
と
も
に「
新
体
制

で
あ
ろ
う
と
旧
体
制
で
あ
ろ
う
と
彼
が
自
然
を
愛
す
る
佳
き
好
尚
を
絶
対
に
変
え
る
こ
と
は
出
来

な
い
の
で
あ
る
」と
書
い
た（
し
か
し
そ
の
後
、作
家
趣
味
に
耽
溺
し
て
い
て
進
歩
が
な
い
と
批
判
さ

れ
も
し
た
）。

日
活
か
ら
東
宝
へ
と
請
わ
れ
る
ま
ま
に
作
品
を
作
り
続
け
た
マ
キ
ノ
正
博
に
つ
い
て
は
、小
倉
浩

一
郎
が「
マ
キ
ノ
正
博
の
演
出
プ
ラ
ン
―『
阿
波
の
踊
子
』紹
介
―
」（
六
月
号
）で
取
り
上
げ
、長
谷

川
一
夫
が
ひ
と
月
、体
が
空
い
た
か
ら
何
か
撮
っ
て
く
れ
と
い
う
の
が
発
端
で
、自
身
の
旧
作
や
外

国
映
画
を
換
骨
奪
胎
し
た
職
人
芸
の
映
画
作
り
の
舞
台
裏
を
伝
え
た
。次
の
マ
キ
ノ
の
言
葉
は
時
局

下
に
い
か
に
写
っ
た
だ
ろ
う
か
。「
僕
に
は
性
格
と
し
て
、一
日
ワ
ン
カ
ッ
ト
と
か
、一
年
か
か
っ
て

一
本
、な
ん
て
仕
事
は
出
来
な
い
。そ
う
云
う
仕
事
は
、熊
谷
久
虎
君
や
山
本
嘉
次〔
山
本
嘉
次
郎
〕

サ
ン
等
に
ま
か
せ
、僕
は
、そ
の
間
の
埋
合
せ
の
役
を
喜
ん
で
買
っ
て
出
よ
う
。フ
ィ
ル
ム
も
余
し

て
、そ
れ
等
の
良
心
作
に
ま
わ
せ
た
ら･･････

と
思
っ
て
い
る
」（
し
か
し
そ
の
後
、ス
タ
ー
に
寄
り

か
か
っ
た
粗
製
濫
造
が
フ
ィ
ル
ム
の
無
駄
と
も
み
な
さ
れ
た
）。

松
竹
下
加
茂
時
代
劇
で
古
風
と
も
思
え
る
人
情
の
世
界
を
丹
念
な
カ
ッ
ト
の
積
み
重
ね
で
監
督

し
た
井
上
金
太
郎
に
つ
い
て
は
、小
倉
浩
一
郎
が「
井
上
金
太
郎
は
今
年
何
を
撮
る
か
」（
二
月
号
）で

井
上
作
品
を「
非
常
に
、時
局
の
色
と
か
け
離
れ
た
も
の
が
あ
る
。〔
中
略
〕こ
れ
が
、最
近
と
も
す
る

と
映
画
の
幸
福
を
忘
れ
て
い
た
人
々
に
買
わ
れ
て
」馬
鹿
に
評
判
が
い
い
と
伝
え
、藤
山
浩
三
は「
南

夫
北
妻
に
つ
い
て　

井
上
金
太
郎
氏
に
訊
く
」（
九
月
号
）で
、里
見
弴
の
オ
リ
ジ
ナ
ル・ス
ト
ー
リ
ー

で「
南
夫
北
妻
」の
企
画
が
進
行
し
て
い
る
と
期
待
を
込
め
て
紹
介
し
た（
結
局
こ
の
作
品
は
実
現
し

な
か
っ
た
が
、「
南
夫
北
妻
」の
ス
ト
ー
リ
ー
と
顛
末
は
、里
見
弴
著『
八
畳
記
』小
山
書
店
、一
九
四
二

年
に
収
録
さ
れ
た
短
篇「
絵
空
事
」の
中
に
登
場
し
て
い
る
）。

〈
指
導
性
〉や〈
健
全
性
〉や〈
強
固
な
意
志
〉な
ど
個
人
を
国
家
に
取
り
込
ん
で
い
く
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
、

善
意
や
正
義
を
も
っ
て
主
張
さ
れ
る
時
代
に
、映
画
の
作
り
手
や
批
評
家
た
ち
は
、ほ
ん
と
う
は
何

を
感
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。そ
の
こ
と
が
わ
か
る
座
談
会
が
、松
竹
の
四
人
の
新
人
監
督
、渋
谷
実
、

原
研
吉
、吉
村
公
三
郎
、大
庭
秀
雄
と
、『
新
映
画
』を
支
え
た
二
人
の
評
論
家
、飯
島
正
と
南
部
圭
之

助
が
参
加
し
た「
茶
会
放
談 

演
出
と
演
技
を
中
心
に
」（
九
月
号
〜
十
月
号
）で
あ
る
。〈
茶
会
〉と
は
酒

を
飲
ま
な
い
四
人
の
助
監
督
が
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
徹
宵
迷
論
を
戦
わ
し
た
様
子
を
み
て〈
テ
ィ・ク

ラ
ブ
〉と
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。「
永
い
助
監
督
生
活
を
終
っ
て
私
達
も
ど
う
や
ら
一
本
立
の

演
出
家
―
昔
は
こ
ん
な
名
称
は
な
か
っ
た
―
に
な
る
こ
と
が
出
来
、自
分
達
の
方
向
も
き
ま
り
か
け
、

い
よ
い
よ
困
難
な
仕
事
が
、数
多
く
横
た
わ
っ
て
い
る
」と
前
置
き
し
て
、旧
交
を
温
め
、お
互
い
に

ゆ
っ
く
り
語
ろ
う
と『
新
映
画
』の
お
招
き
に
応
じ
た
。「
手
前
勝
手
な
世
迷
い
こ
と
、さ
し
さ
わ
り
あ

ら
ば
御
許
し
を
乞
う
」と
し
て
い
る
あ
た
り
、一
昔
前
の
自
由
な
戯
作
者
風
の
空
気
を
感
じ
さ
せ
る
。

語
ら
れ
る
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
に
興
味
深
い
事
柄
を
含
ん
で
い
る
が
、時
局
の
荒
波
に
乗
り
入
れ
た
新

人
監
督
の
闊
達
な
発
言
が
面
白
い
。そ
う
し
た
監
督
た
ち
の
雰
囲
気
に
影
響
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
が
、吉
村
公
三
郎
に
批
評
は
誰
に
向
け
て
書
く
の
か
と
問
わ
れ
た
飯
島
正
は
、映
画
製
作
者
や
観
客
、

批
評
家
仲
間
で
は
な
く「
ま
あ
自
分
だ
け
で
す
ね
。そ
う
い
う
こ
と
を
僕
が
言
っ
て
い
い
か
ど
う
か

解
ら
な
い
け
れ
ど
も
、僕
は
、そ
う
あ
な
た
に
訊
か
れ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
、誇
張
し
て
言
え
ば
、殆
ど
僕

だ
け
で
す
ね
。〔
中
略
〕唯
勝
手
に
自
分
だ
け
に
書
く
。〔
中
略
〕結
果
と
し
て
人
の
為
に
な
れ
ば
非
常

に
い
い
と
思
い
ま
す
が
、書
く
時
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
」（
十
月
号
、八
〇
ペ
ー
ジ
）と
答
え
て
い

る
。そ
れ
に
対
し
て
吉
村
は「
衆
愚
を
啓
蒙
す
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
批
評
家
が
あ
る
し
、儂
は
作
者
を

啓
蒙
す
る
と
い
う
深
切
な
批
評
家
も
あ
る
」と
応
じ
て
い
る
。こ
の
座
談
会
が
九
月
号
に
載
っ
た
の

が
、津
村
秀
夫
の「
国
策
映
画
と
国
民
映
画
」の
次
に
配
さ
れ
て
い
る
あ
た
り
、編
集
者・南
部
圭
之
助

の
面
目
躍
如
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。



（
３
）読
者
は
女
性

『
新
映
画
』編
集
部
に
女
性
の
藤
井
田
鶴
子
が
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
が（
彼
女
は
旧『
新
映
画
』で

も
編
集
部
に
所
属
し
外
国
映
画
の
紹
介
に
盛
ん
に
腕
を
振
る
っ
た
）、創
刊
号
に
藤
井
を
含
め
て「
私

達
の
注
文
」と
題
す
る
座
談
会
が
掲
載
さ
れ
た
。そ
の
参
加
者
は
、『
残
菊
物
語
』（
一
九
三
九
年
）で
評

判
と
な
っ
た
女
優
の
森
赫
子
、新
作『
戸
田
家
の
兄
妹
』の
撮
影
に
臨
ん
だ
女
優
の
高
峰
三
枝
子
に
加

え
、エ
ッ
セ
イ
風
の
小
説
集『
娘
時
代
』（
偕
成
社
、一
九
四
〇
年
）が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、東
宝

映
画
で
映
画
化
も
さ
れ
た
大
迫
倫
子
、評
論
家・新
居
格
の
娘
で
東
宝
映
画
宣
伝
課
員
だ
っ
た
新
居

好
子
、女
性
誌
編
集
の
か
た
わ
ら
川
端
康
成
に
文
学
を
学
ん
だ
堀
寿
子
と
い
う
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。高

峰
が「
日
本
で
も
ど
ん
ど
ん
女
の
監
督
さ
ん
が
出
て
来
て
く
れ
る
と
い
い
け
ど
」と
言
え
ば
、大
迫
が

「『
娘
時
代
』の
撮
影
を
見
て
た
ら〔
中
略
〕私
達
だ
っ
て
真
似
が
出
来
そ
う
」と
答
え
る
な
ど
、何
で
も

言
い
合
え
る
自
由
な
雰
囲
気
が
、統
制
前
の
映
画
雑
誌
で
は
当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
に
思
い
い
た
る
。

そ
れ
は
新
居
が
言
う
よ
う
に
、外
国
映
画
の
影
響
に
よ
り
、女
性
を
は
じ
め
人
々
が
朗
ら
か
に
活
発

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。堀
は
、外
国
映
画
輸
入
制
限
後
の
ア
メ
リ
カ
映
画
が
エ
ジ
ソ
ン
の
伝
記
映

画『
若
い
科
学
者
』（
一
九
四
〇
年
）の
よ
う
な
真
面
目
な
も
の
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
不

満
を
も
ら
し
た
。

『
新
映
画
』の
広
告
を
み
る
と
、ヘ
チ
マ
コ
ロ
ン
、ク
ラ
ブ・マ
ル
ベ
リ
ー・ヘ
ア
ー
ト
ニ
ッ
ク
、ジ
ュ

ジ
ュ・ク
リ
ー
ム
、山
野
千
枝
子
美
容
研
究
所
な
ど
、女
性
化
粧
品
や
美
容
に
関
す
る
広
告
が
圧
倒

的
に
多
い
。そ
れ
は
読
者
の
重
要
な
部
分
が
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。巻
末
の
読
者
か

ら
の「
質
問
室
」を
み
て
み
る
と
、創
刊
号
で
は
、『
ス
タ
ア
』と
旧『
新
映
画
』の
質
問
室
を
引
き
継

い
だ
も
の
で
、そ
の
多
く
が
外
国
俳
優
の
動
向
に
関
す
る
質
問
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。映
画
フ
ァ
ン

は
国
家
の
危
惧
し
た
ス
タ
ー
偏
重
か
ら
抜
け
き
れ
て
い
な
い
訳
だ
が
、逆
に
言
え
ば
こ
の
欄
に
よ
っ

て
、旧
来
の
読
者
が
求
め
て
い
た
も
の
を
温
存
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。読
者
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
関

し
て
、三
月
号
で
は「
あ
ま
り
ふ
ざ
け
た
も
の
」で
な
く「
真
面
目
な
お
名
前
を
御
使
用
下
さ
い
」と

し
て
、七
月
号
で
は
そ
の
理
由
を「
時
局
柄
」と
し
、十
月
号
で
は
仮
名
の
使
用
に
つ
い
て
も
制
限
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

松
竹
の
城
戸
四
郎
と
東
宝
の
植
村
泰
二
と
い
う
二
大
会
社
の
代
表
が
対
談
し
た「
日
本
映
画
の

情
態
と
将
来
」（
六
月
号
、南
部
が
司
会
）で
は
、話
が
検
閲
問
題
に
及
び
、検
閲
官
が
妙
に
脚
本
を
い

じ
っ
て
、映
画
の
興
味
を
減
殺
し
つ
つ
あ
る
と
述
べ
、検
閲
官
に
は
世
の
中
の
柔
ら
か
い
面
に
接
し

て
も
ら
い
た
い
と
し
た
。そ
の
理
由
と
し
て
、人
口
の
半
分
を
占
め
て
い
る
女
性
を
慰
さ
め
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、女
性
を
僅
か
に
慰
安
し
て
い
る
の
は
映
画
だ
と
、映
画
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。ま
た
娯

楽
雑
誌
と
し
て
も
映
画
雑
誌
の
必
要
性
も
説
き
、都
会
と
違
っ
て
地
方
で
は
新
作
映
画
を
見
ら
れ
な

い
つ
な
ぎ
と
し
て
、映
画
雑
誌
を
見
て
慰
め
ら
れ
、知
識
を
得
て
い
る
と
、戦
時
下
に
お
け
る
映
画
雑

誌
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

神
近
市
子
は「
母
の
見
る
映
画　

娘
の
見
る
映
画
」（
六
月
号
）で
、何
で
も
国
産
、日
本
精
神
に
よ

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
時
代
に
、小
さ
な
声
で
も
外
国
映
画
党
で
あ
る
と
い
え
ば
、

怒
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。そ
れ
に
し
て
も『
風
と
共
に
去
り
ぬ
』が
日
本
で
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
遺

憾
で
あ
る
と
、歯
に
衣
着
せ
ぬ
物
言
い
で
心
情
を
吐
露
し
た
。

（
４
）検
閲
と
シ
ナ
リ
オ

　
六
月
号
の
城
戸
四
郎
と
植
村
泰
二
の
対
談「
日
本
映
画
の
情
態
と
将
来
」で
検
閲
官
に
注
文
が
出
た

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、七
月
号
で
は
検
閲
官
八
人
の
座
談
会「
検
閲
の
窓
か
ら
日
本
映
画
に
つ
い

て
」が
二
回
に
渉
っ
て
掲
載
さ
れ
た（
司
会
は
編
集
部
の
時
実
象
平
）。こ
う
し
た
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が

『
新
映
画
』の
粋
な
編
集
方
針
で
あ
る
。映
画
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
シ
ナ
リ
オ
の
事
前
検
閲
が
行
わ

れ
、〈
日
本
映
画
が
非
常
に
よ
く
な
っ
た
と
い
う
意
見
が
大
部
分
で
す
。屑
が
少
な
く
な
っ
た
と
言
う

意
味
で
す
。自
由
主
義
の
教
養
に
よ
っ
て
従
来
生
き
て
来
た
も
の
が
多
い
の
で
、国
家
目
的
と
い
う
も

の
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
。芸
術
品
は
矢
張
り
精
神
の
問
題
で
す
ね
。本
当
に
心
の
奥
底
か
ら
よ
く

な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、上
べ
ば
か
り
如
何
に
ち
ょ
い
ち
ょ
い
と
粉
飾
し
て
も
、結
局
い
い
も
の
は
生
れ

な
い
で
す
ね
〉（
要
約
）と
語
ら
れ
、各
映
画
会
社
の
傾
向
が
俎
上
に
上
る
中
、大
衆
動
員
し
た
松
竹
の

『
愛
染
か
つ
ら
』や
東
宝
の『
支
那
の
夜
』を
徹
底
的
に
非
難
し
た
。従
来
の
雑
誌
で
は
検
閲
が
無
理
解

と
書
け
ば
読
者
に
受
け
た
が
、今
の
時
局
で
は
通
ら
な
い
と
雑
誌
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
牽
制
も
忘

れ
な
か
っ
た
。そ
し
て
外
国
映
画
の
検
閲
方
針
に
つ
い
て
も
、日
本
文
化
に
寄
与
し
な
い
も
の
は
絶

対
入
れ
な
い
と
い
う
厳
選
主
義
を
と
る
こ
と
を
主
張
し
、未
検
閲
の
作
品
を
批
評
家
に
見
せ
検
閲
が

カ
ッ
ト
し
た
場
面
を
書
か
れ
る
こ
と
は
困
る
と
危
惧
を
表
明
し
た
。

『
新
映
画
』で
は
創
刊
号
か
ら
ア
メ
リ
カ
映
画
の
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
イ
テ
ィ
を
採
録
し
て
い
た
。キ
ン

グ・ヴ
ィ
ダ
ー
監
督
の
メ
ト
ロ
映
画『
城
砦
』（
〜
五
月
号
）、ジ
ョ
ン・フ
ォ
ー
ド
監
督
の
二
〇
世
紀

フ
ォ
ッ
ク
ス
作
品『
モ
ホ
ー
ク
の
太
鼓
』（
八
月
号
〜
九
月
号
、第
四
巻
目
で
中
断
）だ
が
、雑
誌
サ
イ

ド
で
は
映
画
研
究
に
資
す
る
た
め
と
す
る
大
義
名
分
が
あ
る
が
、検
閲
サ
イ
ド
か
ら
す
れ
ば
未
公
開

作
品
の
詳
細
が
知
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
く
、検
閲
の
跡
が
見
え
る
こ
と
へ
の



警
戒
感
が
あ
る
。

八
月
号
の「
映
画
は
情
操
教
育
へ
の
近
道 

名
倉
澪
子
夫
人
に
訊
く
」で
は
ド
イ
ツ
映
画『
青
春
』

（
一
九
四
一
年
）に
つ
い
て
、検
閲
の
カ
ッ
ト
は
か
え
っ
て
汚
ら
し
い
場
面
が
想
像
さ
れ
る
の
で
、不

愉
快
で
明
朗
で
は
な
い
。見
て
い
た
娘
の
純
情
な
心
を
傷
つ
け
る
も
の
だ
、と
率
直
な
感
想
が
述
べ

ら
れ
、同
号
の「
二
度
も
三
度
も
見
ら
れ
る
日
本
映
画
を 

番
匠
谷
英
一
氏
に
訊
く
」で
は
ド
イ
ツ
文

学
者
で
映
画
の
原
作
、マ
ッ
ク
ス・ハ
ル
ベ
著『
青
春
』（
岩
波
文
庫
、一
九
四
一
年
）を
翻
訳
し
た
番
匠

谷
も
、「
或
人
は
あ
れ
を
不
健
康
な
も
の
の
様
に
言
っ
て
ま
し
た
が
、映
画
は
決
し
て
不
健
康
だ
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
」と
暗
に
検
閲
姿
勢
に
異
議
を
唱
え
た
。

そ
う
し
た
意
味
で
象
徴
的
な
作
品
が
六
月
号
で
特
集
さ
れ
、七
月
号
の
表
紙
を
飾
っ
た
ド
イ
ツ
映

画『
誓
ひ
の
休
暇
』（
一
九
三
八
年
）で
あ
る
。『
誓
ひ
の
休
暇
』は
第
一
次
大
戦
末
期
、前
線
に
向
う
兵

士
た
ち
が
ベ
ル
リ
ン
駅
に
到
着
し
小
隊
長
の
独
断
で
与
え
ら
れ
た
半
日
の
休
暇
を
、そ
れ
ぞ
れ
の
兵

士
が
過
ご
す
様
子
を
オ
ム
ニ
バ
ス
風
に
描
い
た
作
品
で
あ
る
。「『
誓
ひ
の
休
暇
』連
評
」の
中
で
、批

評
家
の
杉
山
静
夫
と
映
画
監
督
の
山
本
嘉
次
郎
も
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、監
督
の
吉
村
公
三
郎
は
、

東
和
商
事
の
試
写
室
で
渋
谷
実
と
一
緒
に
見
た
と
語
り
、別
の
場
所
で
会
っ
た
内
田
吐
夢
や
島
津
保

次
郎
か
ら
も
感
嘆
の
声
を
聞
い
た
と
伝
え
る
一
方
で
、彼
が
見
習
士
官
と
し
て
勤
務
し
た
折
の
体
験

を
語
り
な
が
ら
、あ
る
危
惧
を
漏
ら
し
て
い
る
。真
夏
の
山
岳
演
習
で
疲
れ
た
補
充
兵
た
ち
が
、お

盆
に
演
芸
会
を
や
ら
せ
て
欲
し
い
と
、見
習
士
官
の
彼
に
訴
え
た
。彼
は
兵
隊
の
気
持
ち
も
わ
か
る

の
で
、軍
事
演
習
と
称
し
て
盆
踊
り
の
節
で
行
進
さ
せ
た
。す
る
と
本
部
か
ら
の
伝
令
で
即
刻
中
止

と
な
っ
た
。理
由
は
士
官
の
独
断
が
軍
紀
を
乱
す
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。吉
村
は
上
官
か
ら「
一
将

校
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
か
ら
思
わ
し
か
ら
ぬ
結
果
を
ま
ね
く
こ
と
も
あ
る
」と
諭
さ
れ
た
。吉

村
の
こ
の
文
章
が
理
由
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、『
誓
ひ
の
休
暇
』は
検
閲
不
許
可
と
な
り
、一
般
に
は

公
開
さ
れ
な
か
っ
た
。勿
論
、検
閲
の
顕
在
化
を
嫌
う
当
局
は
、正
確
な
理
由
を
公
に
せ
ず
、『
新
映

画
』誌
上
で
は
十
月
号
の「
質
問
室
」で
読
者
の
疑
問
に
答
え
る
形
で「
カ
ー
ル・リ
ッ
タ
ー
作
品『
誓

ひ
の
休
暇
』は
検
閲
を
通
過
致
し
ま
せ
ん
の
で
」（
八
八
ペ
ー
ジ
）と
だ
け
記
す
に
と
ど
ま
っ
た
。

（
５
）情
報
局
の
爆
弾
発
言
で
事
態
は
一
変

〈
指
導
性
〉と〈
娯
楽
性
〉の
危
う
い
綱
渡
り
の
中
で
、多
角
的
な
要
素
を
取
り
込
ん
で
誌
面
を
充
実

さ
せ
て
き
た
高
級
映
画
鑑
賞
紹
介
誌『
新
映
画
』も
、八
月
に
情
報
局
か
ら
発
表
さ
れ
た
、劇
映
画
製

作
会
社
を
二
社
に
統
合
す
る
と
の
爆
弾
発
言
に
よ
っ
て
事
態
は
一
変
し
た
。そ
の
劇
的
な
変
転
に
立

ち
会
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、十
月
号
と
十
一
月
号
の
極
端
な
違
い
で
あ
る（
雑
誌
編
集
は
当
該
月
よ

り
二
月
先
行
し
て
い
る
）。す
で
に
九
月
号
の「
表
紙
に
つ
い
て
」で「
現
在
の
表
紙
も
臨
戦
態
勢
下
に

あ
る
映
画
雑
誌
の
表
紙
と
し
て
は
、い
さ
さ
か
調
子
が
派
手
す
ぎ
る
し
、か
た
が
た
高
級
鑑
賞
紹
介

誌
と
し
て
い
つ
ま
で
も
女
優
の
顔
を
極
彩
色
で
出
し
た
く
な
い
の
で
、一
切
読
者
の
御
希
望
に
は
反

す
る
が
、多
分
次
号
か
ら
新
映
画
ら
し
い
あ
っ
さ
り
し
た
表
紙
に
変
更
す
る
事
と
思
う
」（
八
七
ペ
ー

ジ
）と
告
知
し
て
い
る
が
、十
一
月
号
は
全
ペ
ー
ジ
が〈
映
画
の
常
識
科
学
〉特
集
と
な
っ
た
。ア
メ
リ

カ
映
画『
モ
ホ
ー
ク
の
太
鼓
』コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
イ
テ
ィ
も
中
断
し
、「
質
問
室
」も
当
面
の
間
は
姿
を
消

し
た
。読
者
よ
り
質
問
の
多
か
っ
た
映
画
人
の
動
向
に
関
し
て
は（
但
し
日
本
人
の
み
）、十
月
号
よ

り「
現
代
映
画
監
督
俳
優
名
鑑
」が
始
ま
り
、翌
十
二
月
号
よ
り
一
九
四
二
年
九
月
号
ま
で
十
一
回
継

続
さ
れ
た
が（
い
ろ
は
順
な
の
で「
た
」ま
で
で
中
断
）、十
一
月
号
が
休
載
し
た
の
は
紙
数
制
限
強
化

の
た
め
と
し
て
い
る
。

十
一
月
号
の〈
映
画
の
常
識
科
学
〉特
集
号
は
、国
産
フ
ィ
ル
ム
奨
励
に
始
ま
り
、撮
影・照
明・特

殊
技
術・録
音・現
像・映
写
な
ど
、一
般
読
者
層
に
対
し
て
は
少
し
専
門
的
過
ぎ
る
技
術
解
説
に
満
ち

て
い
る
。編
集
後
記
で
は
、臨
戦
態
勢
に
必
要
な
こ
と
は
、映
画
科
学
の
徹
底
的
な
再
検
討
と
、公
衆

が
映
画
科
学
を
知
悉
す
る
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
、編
集
に
は
田
中
敏
男
と
島
崎
清
彦
と
い
う
映
画
技

術
批
評
の
専
門
家
が
あ
た
っ
た
。こ
れ
は
十
月
号
の「
日
本
映
画
と
海
外
進
出　

矯
正
す
べ
き
条
件

如
何
？
」の
諸
家
の
回
答
の
中
で
、内
容
面
と
同
程
度
に
技
術
的
な
不
備
や
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と

に
対
す
る
反
論
と
も
考
え
ら
れ
る
。こ
の
技
術
特
集
自
体
が
、日
本
映
画
の
技
術
的
な
水
準
の
高
さ

を
検
証
す
る
も
の
で
、精
神
論
で
は
な
く
科
学
重
視
の
技
術
論
で
難
局
を
切
り
抜
け
た
編
集
手
腕
は
、

鮮
や
か
と
い
う
ほ
か
な
く
、当
局
も
こ
れ
に
は
脱
帽
す
る
し
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。し
か
も
、冒
頭
に

置
か
れ
た
カ
ラ
ー・グ
ラ
ビ
ア
で
、色
彩
映
画
を
代
表
す
る
テ
ク
ニ
カ
ラ
ー
方
式
の
三
原
色
の
原
理
を

説
明
す
る
図
版
に（
田
中
敏
男「
色
の
本
質
」）、水
戸
光
子
の
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
を
使
用
す
る
あ
た
り
は
、

何
か
雑
誌
編
集
者
の
心
意
気
や
美
意
識
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
編
集
方
針
に
裏
打
ち
さ
れ
た『
新
映
画
』が
、一
九
四
二
年
以
降
、い
か
に
誌
面
を
構
成

し
て
い
っ
た
か
、同
時
代
人
で
は
な
い
わ
れ
わ
れ
も
、ペ
ー
ジ
を
め
く
り
、号
を
重
ね
る
ご
と
に
、と

も
に
体
験
で
き
る
と
い
う
緊
張
感
が
あ
り
、時
代
の
空
気
感
さ
え
漂
っ
て
く
る
愉
し
み
が
、〈
復
刻
版
〉

の
恩
恵
を
受
け
、そ
こ
に
は
静
か
に
拡
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。


